喪中につき年末年始の
ご挨拶をご遠慮申し上げます

本年二月に父　高志（享年八十六歳）が永眠いたしました。
ここに本年中に賜りましたご厚情を感謝いたします。
なお、時節柄一層のご自愛のほどお祈り申し上げます。

令和元年十一月
〒一〇五―八三〇八
東京都港区虎ノ門〇の一の一
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